□茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史発見　茂木に生きた近江商人」参加記

茨城史料ネットでは、2014年3月21日に「茂木町ふるさと歴史フォーラム　歴史発見　茂木に生きた近江商人」を開催しました。
これは、栃木県茂木町で酒造業を営んでいた島﨑家における資料保全活動の成果を、地元の皆様に中間報告という形で紹介・説明するために企画したものです。
概要については、下記のURLをご確認ください。

茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史発見　茂木に生きた近江商人」
URL：http://ibarakishiryou.web.fc2.com/shimazakike.jpg

このたび上記の企画につきまして、当会事務局の高橋拓也から参加記を配信いたします。ぜひご一読ください。

---------------
□茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史発見　茂木に生きた近江商人」参加記
　2014年3月21日（金）に栃木県茂木町にある茂木町公民館において、「歴史発見　茂木に生きた近江商人」と題したふるさと歴史フォーラムが開催されました。(主催:茂木町、茂木町教育委員会、茨城史料ネット)当会は、2012年7月から島﨑家が所蔵していた資料の救出、保全活動を行っており、今回のフォーラムはその中間報告という形式で実施されました。島﨑家は、元禄16年（1703）より代々続く近江商人の家であり、「栄屋」の屋号で酒造業を営んでいました。
　フォーラムでは、計2本の講演が行われました。初めに、鈴木敦子氏（大阪大学大学院経済学研究科資料室助手）が「江戸時代における北関東の近江商人‐茂木町島﨑家の歴史‐」という題で報告を行い、近江・日野商人についての概要や近江商人が北関東に進出した理由、島﨑家の事業内容について話されました。また、鈴木氏は島﨑家が所蔵していた決算帳簿から、同家が谷田部藩に資金を融資していたことや、各店が独立採算方式を取っていたこと、さらには収益費用や負債の勘定を複式簿記の原理を用いて記入していたことを明らかにしました。さらに、地域との関わりにおいては、茂木が天保の飢饉に襲われた際に島﨑家が近隣の村や住民に米や小麦を配るといった支援活動を行うなど、地域に対して社会貢献をしていたことを指摘されました。
　次に、茨城史料ネット事務局の須藤千裕氏が、「茂木の文化遺産を守り伝えていく‐島﨑家が受け継いできたもの‐」という題で報告を行い、未指定の文化財でも地域にとって重要な歴史を語るものが存在するということ、島﨑家のように個人で所蔵してきた文化遺産の中にも地域全体の歴史を伝えるものがあるということ、そして、これらの資料を失うということはその地域の歴史を失うことと同義であるため、地域の方々が協力して保全していく必要があるという3点を中心に話されました。特に3点目の資料保全に関しては須藤氏も今後の課題として述べており、いわゆる「〇〇任せ」ではなく、行政・市民の方々・ボランティアが連携を取りながら保全をしていくことが今後も必要になってくると話されました。
　当日は、計105名の方々に足を運んでいただいたほか、3月21日（金）から23日（日）まで並行して開催された特別公開「のぞいてみよう島﨑家の蔵の中‐救い出された近江商人の古文書・絵画・民具‐」の方にも大勢の方々が足を運んでくださいました。また、同日実施したアンケートには、「歴史の素晴らしさ、地域の良さを感じた」、「島﨑家の歴史についてよく分かった」等多数の御意見を頂きました。誠に有意義なフォーラムとなったと思います。
　茨城史料ネットの資料救出活動は今もなお続いています。今後も活動の中で明らかとなった歴史を、このような機会を設けて地域住民の皆様に成果として還元していければと考えています。最後に、このフォーラムにご尽力をいただいた日野町教育委員会を始めとする各団体の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。（文責：高橋拓也　茨城大学人文学部修士課程・茨城史料ネット事務局）
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